
だ
よ
り

年
頭
の
ご
挨
拶

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
壮
生

理
事
長

前
田

す
づ
子

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
謹
ん
で
新
春
の
ご
祝
詞
を
申
し
上
げ
、

新
し
い
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
幸
多
き
輝
か
し
い
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
ご

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

お
陰
を
も
ち
ま
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

壮
生
も
創
立
十
二
年
目
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
新
た
な
年
に
理
事
長
と
い
う
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
を
い
た
し

て
お
り
ま
す
。
シ
ニ
ア
の
皆
様
方
と
一
緒
に
人
生
を
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
い
う

設
立
の
趣
旨
を
心
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
の
連
携
や
幅
広
い
仲
間
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
。

昨
年
は
、
東
日
本
各
地
で
た
て
続
け
に
自
然
災
害
が
発
生
し
、
洪
水
や
停
電
が
長
期
に

お
よ
び
日
常
生
活
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
に
多
く
の
影
響
が
出
ま
し
た
。
特
に
高
齢
者
に

と
っ
て
は
大
変
心
が
痛
む
出
来
事
で
し
た
。
自
然
災
害
の
怖
さ
を
体
験
し
た
年
と
な
り
、

住
み
や
す
い
地
域
環
境
の
整
備
が
さ
ら
に
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

今
の
日
本
で
は
、
医
療
技
術
が
革
新
的
に
進
み
、
さ
ら
に
皆
様
の
健
康
意
識
の
向
上
等

に
よ
り
平
均
寿
命
が
世
界
の
ト
ッ
プ
水
準
に
達
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
平
均
寿
命
と
健
康

寿
命
と
の
乖
離
が
ま
だ
ま
だ
大
き
く
、
こ
の
差
を
い
か
に
縮
め
ら
れ
る
か
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
健
康
な
く
し
て
は
思
い
通
り
の
人
生
は
送
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
壮
生
で
は
、
本
年
も
シ
ニ
ア
が
集
う
交
流
の
場
と
し
て
「
シ
ニ
ア
カ
フ
ェ
」
、

「
折
り
紙
教
室
」
、
「
パ
ソ
コ
ン
サ
ー
ク
ル
・
ス
マ
ホ
サ
ー
ク
ル
」
等
を
実
施
し
、
さ
ら

に
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
、
新
年
度
も
新
た
な
事
業
を
計
画
し
、
元
気
な

シ
ニ
ア
の
皆
さ
ん
と
交
流
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
、
新
春
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

2020年新春号

発行責任者

専務理事 元川仁

家事サポート活動

サポート壮生の内

容と支援金

困った時はおたが

いさまで支援します

○掃除・洗濯

○庭木手入れ

○電気部品取替

○障子・網戸張替

1時間700円

○買い物サポート

○役所手続代行

○通院などの送迎

1時間800円



子年の特徴は、
株式市場は「繁栄する」。これまでの例では、各企業も子年には成長し

ていて、株で利益を上げた人が多く出た過去の実績が、子年の「繁栄」を

印象付けていると言われています。「鼠算式に増える」という表現がその

象徴と言われています。

本年、子年の２０２０年は、東京オリンピックが開催される年で、これ

を機に、日本経済が大きく成長する可能性を期待したいです。

子年にあった出来事
☆1960年は日本でカラーテレビの本放送がスタートした年です。当時は白

黒テレビ、洗濯機、冷蔵庫の「三種の神器」がようやく普及してきた頃。

☆1972年には、田中角栄首相が訪中し、北京で周恩来首相とともに「日中

共同声明」に署名をしたことによって、敗戦後27年間の長きにわたり断絶

していた国交が回復しました。

☆1984年は昭和を代表とする未解決事件「グリコ・森永事件」が起きた年。

☆1996年には、羽生善治が25歳の若さで、史上初の将棋タイトル七冠独占を達成。

☆2008年には、日本人としては史上最多の4人（南部陽一郎博士、小林誠博士、益川敏英 博士、下村脩博士）

がノーベル賞を受賞。いずれも子年のふさわしく、新たな時代の到来を感じさせる年となりました。

子年の人の性格の特徴は、
①周りの人に合わせられる性格の方が多く、会社の同僚や友達など、周囲の人たちを大切にする。

②逆境にも強く、何か問題にぶち当たっても何とか解決することができ、環境に適応する能力も高い。

③危険を察知することにも長けていて、回避する能力も備えている。

子年は「繁栄」の年になるといわれています、東京オリンピックが開催される２０２０年、大きく羽ばた

いてほしいものです。

会員向けにこんなことをする予定です

壮生の折り紙教室2020

□対象者：壮生会員（正・賛助）

□日時： 6/24、8/26、10/28、

12/23、2/24 の13:30～15:30

（毎回事前予約が必要です）

□講師：長濱 美恵子 講師

□参加費：1回700円

壮生のパソコンサークル
□対象者：壮生会員（正・賛助）

□毎週月曜日 10:00～11:50

金曜日 13:00～14:50

□資料代金等 毎回600円

区 分 個人会員 団体会員

入会金
正会員 1,000円 不 要

賛助会員 不 要 不 要

年会費
正会員3,000円 10,000円

賛助会員2,000円 5,000円

NPO法人 壮生
〒 770-0942 徳島市昭和町3丁目35-1 ヒューマンわ～くぴあ徳島2階

tel：088-625-6999 fax：088-625-5005

URL http://sousei.main.jp E-mail dandy-sousei6999@etude.ocn.ne.jp

区 分 個人会員 団体会員

入会金 800円 800円

年会費 1,200円 1,200円

壮生会員 サポート壮生会員

会員向けシニアのスマホ教室

毎週金曜日 15:00～16:30

１回 500円

～初心者大歓迎です～


